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（評価結果） 

Ａ （研究領域の設定目的に照らして、期待どおりの成果があった） 

 

 

（評価結果の所見） 

本研究領域は、質感情報処理の奥深くに潜んでいる本質を「深奥質感」と名付け、研究をそのレベルまで

掘り進めることによって、「質感学」における日本の先端的研究をさらに高めることを目指している。審査結果

の所見及び中間評価結果の所見を反映して、「深奥質感」について、三つの基本軸を設定して、各軸に対

応した計画研究、公募研究を構成し、研究を推進した。その結果、幅広い研究分野に新たな展開と連携を

なし、学術コミュニティの新しい形を示し得る成果が達成されており、基本軸の研究から数多くのハイインパ

クトファクタージャーナル論文や難関国際会議を含む研究成果が生まれ、国外・国内の論文賞・発表賞（116

件）などの成果が得られ、コンセプトと領域研究計画構想が優れていたことが十分示された。 

一方、審査結果の所見での「計画研究ごとにブレが存在するので、より明確にした上で、研究を推進して

いくことが必要である」及び中間評価結果の所見での「質感又は深奥質感を定義した上で、（中略）テーマを

集約し、新たな学術領域の構築に向け推進していくことが望まれる」との指摘事項に対して、研究領域全体

をテーマ集約するマネジメントはあまり認められなかったが、新たな学術領域「深奥質感」の構築について、

情報科学と神経科学の融合研究などいくつか先駆的な成果は確実に出ている。今後は「深奥質感」の研究

を客観的に世界的な movement として明確に示していくことが期待される。 

 


